
お伊勢まいり　旅日記　〜外宮編〜
今年はぜひぜひ出雲大社と伊勢神宮に行ってみたいなぁと思っていて、 ちょっと調べてみたら ・ ・ ・ 出雲大社は遠いうえにお金かかるよなぁ ・ ・
じゃ、 手近な伊勢神宮に行っちゃおう！ということで行ってきました。 （ちょうどヒマだしね ； ； ； ）
今年は二十年に一度の式年遷宮の年です。

外宮まで歩きつつ
どこでうどん食べようかなあ
と探しつつ
ま、 どこも空いてたので
目についた 「じろべえ」 さんへ
￥500

せんぐう館まで見て
ゆっくりまわったつもりでも
かなり時間に余裕があったので
観光案内所でちょっとご相談。
ま、 だいたい予定はしていたんだけど
電車に乗って二見浦駅へ ・ ・ ・

ここ、 伊勢へきてとっても気になることがありました。
それは玄関先にしめ飾りが飾ってあること。 お店も、 普通の家も。 うーん、 何故？？？
それが二見浦をぶらぶら歩いていて解決しました！

再び伊勢市駅に戻り、 今度は外宮とは反対方向の河崎という町へ。
ここは昔の問屋街でレトロな街並みが残っていたり、 復元されていたり
という場所らしい。
ただ、 さすがに時間的にちょっと遅かったのでお店なんかはもう閉まって
いました ； ；

さて、 本日はこれにて終了！
明日は内宮へ行きますよ。

駅から 20 分くらいかな？
夫婦岩へ

うわーいっ　海だっ！
・ ・ と一人喜ぶ信州人
でもあまり海の匂いがしなかった

ここらへんは旅館街ではあるけど、 たいして見るものもなく
お土産屋さんもそれほどなく ・ ・ ・
観光案内所では塩が有名だから塩ようかんなんかがありますよ
と教えてもらっていたんだけど、 1 件しかないんだな＞塩ようかん屋さん
そんなに有名なのぉ？？と疑問になって買わなかったのだ。

伊勢市駅到着　11 ： 05
早朝出発したので到着も早っ

お昼は伊勢うどんときめてました (^^)V

腹ごしらえもすんだところで、 まずは外宮 （豊受大神宮 ： 豊受大神） へ
伊勢神宮は外宮と内宮があって、 外宮からお参りしたほうがいいってガイドブックに書いてあったので、 その通りにしてみました。
伊勢市駅からも歩いて行けるから、 順番的にはそのほうがいいよね。

案内図をもらってそれを見つつ火除橋を渡ります。
今日は日曜日だし、 今年は式年遷宮の年だから、 さぞかし混んでいるかと思いきや ・ ・ ・

意外と観光客
少ないかも

第一鳥居
第二鳥居をくぐって
正宮へ到着
この先は撮影できません

第一鳥居
第二鳥居をくぐって
正宮へ到着
この先は撮影できません そして奥に見えているのが新しい宮処

高い塀で囲っているので近づくと何も見えません ； ；

さて、 正宮をお参りしたあとは、 別宮へ

土宮 （大土乃御祖神） 多賀宮 （豊受大神の荒御魂） 風宮 （級長津彦命 ・ 級長戸辺命） 下御井神社

ちょっと休憩 ・ ・ ・
外宮の入り口付近にある赤福で
赤福セット￥280
赤福氷っていう、 かき氷の中に赤福が
入っているらしいものをみんな食べてたけど
けっこうなボリュームだったので私はこれ
でもレジで並んでいる時に 「3 個かぁ。。。。。
食べられるかなぁ？？」 ちょっと心配だったけど
ぺろっといけました （笑）
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赤福セット￥280
赤福氷っていう、 かき氷の中に赤福が
入っているらしいものをみんな食べてたけど
けっこうなボリュームだったので私はこれ
でもレジで並んでいる時に 「3 個かぁ。。。。。
食べられるかなぁ？？」 ちょっと心配だったけど
ぺろっといけました （笑）

体力回復したところで
宮域外にある月夜見宮へ

高河原神社

月夜見宮
（月夜見尊とその荒御魂）

1993年の遷宮で伊勢神宮内宮と外宮の御正宮御敷地
（ごしょうぐうみしきち）は
西から東へ遷御『米座（こめざ・こめくら）』されました。
2013年の第62回式年遷宮では、現在の東から西へ遷御

『金座（かねざ・かねくら）』されます。
伊勢では、昔から東に神様がおられる時代は平和で心豊かな

「精神の時代」、西に神様がおられる時代は波乱、激動、
物質欲が強い「経済の時代」と「遷宮は時代の転換点となる
ことが多い」と言い伝えられてきています。

閑散としてる ・ ・ ・

何故かここだけ行列

ところで今夜のホテルは経費削減の為なるべくなるべーく安いところを探したんだけど
部屋にアースノーマット＆キンチョールって、 どんだけ蚊が入ってくるんだ？？？
安ホテルなのでもちろん窓開けられるような環境じゃないんですが ・ ・ ・
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